
3 6

1-1 1-6 1-1 1-6

2

1-2 1-3 1-2 1-3

2

1-4 1-5 1-4 1-5

2

3-1 3-2 3-1 3-2

2

2

1



2-1 2-2 2-3 2-1 2-2 2-3

2

2

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

2



3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

3



6505 4107 10612

712 160 640 168 151 170 144 127 111 70 68 535 84%

591 130 540 137 125 136 123 136 126 98 92 507 94%

1,856 425 1,760 440 414 456 397 455 408 435 405 1,786 101%

746 170 720 153 144 148 123 146 125 50 44 497 69%

847 195 800 158 137 158 133 148 130 0 0 464 58%

997 230 940 237 217 231 193 229 215 0 0 697 74%

1,242 238 1,192 241 226 245 234 242 230 231 224 959 80%

480 93 478 90 86 87 85 88 84 92 89 357 75%

339 60 316 64 63 59 57 61 59 64 61 248 78%

1,939 445 1,810 455 115 453 114 454 83 317 302 1,679 93%

407 90 380 94 87 92 80 93 79 87 83 366 96%

456 150 400 157 153 85 76 2 2 0 0 244 61%

10,612 2,386 9,976 2,394 1,918 2,320 1,759 2,181 1,652 1,444 1,368 0 0 0 0 8,339 84%

4



1715 1170

43

5



96%

9,976100%

84%

97%

93%

6



7



9

8



9



様式５ 

大学等名：広島大学 

プログラム名：情報・データサイエンス・AIパッケージ 

 

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 プラス申請書 

 

申請単位 リテラシーレベル 

 

①  授業内容 

本パッケージは，必修科目，および選択必修科目から構成している。学年進行中の学

部・学科等においても，学年進行終了後に「情報・データ科学入門」が必修となり，本

パッケージの最終的な履修率は令和９年度に 100％（全学生）となる。 

 

・分かりやすさについて 

講義で知識を理解した後，講義内容に関連した演習課題に取り組み，難しい概念につい

ても理解に繋がるよう工夫している。また，必修科目としている「情報・データ科学入

門」については講義内容をオンライン上でも提供し，理解しにくい点については繰り返

し学習できるように工夫している。 

 

・学習意欲が高まる内容について 

必修科目としている「情報・データ科学入門」では，授業の初日に実施する第 2 回（デ

ータサイエンスと社会）で，最新の AI 利用事例を紹介し，身の回りでの活用事例とそ

の利点，リスクについてグループディスカッションを行うことで，学習意欲を引き出す

ようにしている。授業の後半では，第11回（調査と情報）で，近隣の災害発生時雨量デ

ータを扱う等，学生にとって身近な話題や実データを教材とすることで，学習意欲を継

続するように工夫している。 

 

・学生の習熟度や専門性を踏まえた学習内容について 

必修科目としている「情報・データ科学入門」に含まれる演習では，初めて学ぶ学習内

容であれば，対面で教員の説明を聞きながら TA にサポートをしてもらう，既に知識が

あれば，オンライン双方向で教員の説明を聞きながら必要に応じてサポートを受ける，

一定程度習熟していればオンデマンドで学習し掲示板で質問できるようにしている。ま

た，LMS上のオンライン講座では，学生が興味に合わせて多数の動画，テキストを用い

て学習を進められるように工夫している。 

 

・学生の習熟度や専門性に応じた授業選択について 

選択必修科目として，学生の習熟度や専門性に応じて複数の科目から２単位を選択でき

るようにしている。また，「応用基礎レベル」に含まれる「ゼロからはじめるプログラ

ミング」と「データサイエンス基礎」を選択必修科目に含め，「応用基礎レベル」の

「AI・データサイエンス応用基礎特定プログラム」へ接続できるようにしている。 
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様式５ 

②  学生への学習支援 

本パッケージでは，情報メディア教育研究センターと連携し，以下の独自の学習支援を

実施している。 

 

・学習支援システムの構築について 

本学では，パッケージ内のすべての科目を LMS 上に載せ，学生の課題提出状況，小テ

スト，授業アンケートなどを一括して管理している。このことにより，教員は学生の理

解度や習熟度をリアルタイムで把握し，適切な指導を行うことが可能となっている。ま

た，学生は自身の学習状況を随時確認できるようにして，学習成果と意欲の向上を図っ

ている。 

 

・大学院生による学習支援 

月曜日から金曜日の 17:00-20:30，および土曜日の 10:00-16:30に，対面またはオンライ

ンにより，情報・データサイエンス・AIパッケージの授業で生じた疑問，理解できなか

った内容等について，教務補佐員（大学院生）が共に考えることで解決に導くという独

自の学習支援を実施している。 

 

・TAによる学習支援 

本パッケージに含まれる科目については，十分な TA を配置し，授業時間であれば対

面，またはオンラインで，授業時間外もオンライン掲示板，もしくはメールで，分から

ない内容等について質問できる体制を整え，学習成果と意欲の向上を図っている。 

 

・補完的な教育の実施について 

必修科目としている「情報・データ科学入門」，および「応用基礎レベル」にも含まれ

る「ゼロからはじめるプログラミング」と「データサイエンス基礎」では，講義内容を

オンデマンド配信することにより，難しい概念についても反復学習で理解できるように

している。 
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様式５ 

③ その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等） 

本パッケージでは，以下のような外部連携を実施している。 

 

・教育ネットワーク中国への授業提供 

選択必修科目の中の「ゼロからはじめるプログラミング」，「データサイエンス基礎」，

「教育のためのデータサイエンス」については，広島県内各大学の学生の多様なニーズ

に応えることを目的に設置された「教育ネットワーク中国」を通じて，学ぶ意欲をもっ

た県内他大学の学生に対しても，より多くの学習機会を提供できるようにしている。 

 

・AI・データイノベーション教育研究センターを通じた地域や産業界との連携 

AI・データ解析・ICT 技術の実践的な研究開発とリカレント教育の提供，多くの地域企

業との共同研究による研究力の強化やイノベーション創出などに取り組んでいる広島大

学 AI・データイノベーション教育研究センターを通じて，広島県の「ひろしまものづく

りデジタルイノベーション創出プログラム」等へ協力することで，地域や産業界の要請

を把握するように努めている。 

 

・数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム中国ブロックとの連携 

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム中国ブロックと連携し，本パ

ッケージで開発した教材等が地域のデータサイエンス教育強化に繋がるようにしている

一方，他大学で開発された優れた教材を取り込める環境を整備している。特に，必修科

目としている「情報・データ科学入門」に関しては，広島県内の大学に対してプレース

メントテストや共通の教材として提供し，教材の開発でも協力している。地域の大学生

の状況に合わせた内容を取り込む様にしており，今後，より多くの大学と連携できるよ

う準備を進めている。 

 

・海外協定校との連携 

生成 AI をはじめとする先端技術は国境や分野を超えて急速に発展しており，技術の活

用や社会への導入に向け，ステークホルダーや研究者間での対話やルール作りが進めら

れている。今後、新しい時代を牽引していくためには，国際的な視野を持って先端技術

の利点とリスクを検討できる能力が重要になると考えられる。一方

。
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